Panasonic 


デジタルカメラ 
品き DMC - FX 55 


广 かんたん操作ガイド> 

バッテリー/力ードを入れよう h 

バッテリーの巧電 バッテリー/力ードを入れる 


VQC 6275 

^ 2 ) 電源を入れて時計を設定 しよう] ^ 


お買い上げ時、バッテ IJ 一は 
充電されていませんので、充 
電してからお使いください。 


電源び [ OFF ] になってい 
ることをご確認ください 


圏 

面 心 


巧電 [ CHARGE ] 
ランプ 


傷 

■/ 


(•緑点'灯） 

充電完了後ランプび消灯します。 

•チャージヤーは海がでも使ラことびでをます。 


〇開閉レバーをスライドさせて 
扉を開く 

©バッテリー/力ードを、カチッ 
と音がし、□ックずるまで確 
実に押し込む 


^ ストラップを取り付ける b 

落下を防ぐために、ストラップを 
取り付けてからお使いください。 




接続端子部 


バッテリーを 

取り出す： 

①のレバーを矢 
印の方向に引く 



カードを取り出す： 

カチッと音がするまで押し、 
まっすぐ引さ抜く 


>お買い上げ時、カードは付属 
されていません。 


はじめに時計を設定しておくと、 

•日付を入れてプリントするときに困らない！ 
♦パソコンに取り込んだときに日付別に整理できる！ 


電源を入れる 


OFF 



電源スイッチを [ ON ] にずる 


お買い上げ時、時計は設定されてい 
ませんので、下のよ5な画面び表示 
されます。 



時計を設定ずる 


1 [ MENU / SET ] ボタンを押す 


ジョイスティック 


戚ム 

てが 


左ちに傾けて項目を選択 
上下に傾けて数字を設定 



2007 110 00 


E 31011 


m ボタンを押すと、時計を設定せず 
に中止でさます。 


3 



[ MENU / SET ] ボタンを巧して決定 


您 


カメラにおまかせ： -H — ^ 

のインテリジ I ン付-トモ-ドで扳つてがぶつ 


自動シーン判別 


被写体や撮穀状況に合わせてシーンを判別し、最適な設定を行います。 


撮った画像を見る 


i 人物皿 r 



i 風景[励 


iMm 


i 夜景[因] i 夜景&人物[旧 r にも対応（※は顔認識機能び働きます) 


モードダイヤル 
I ここに合わせる J 



モードダイヤルを回して’ 

のに合わせる 


シャッターボタン 





シャッターボタンを 

半巧し(軽く押ず）して 
ピントを含わせる 


ピントび合うと 
フ オー カス表示(緑） 
び点灯します 


邊 


ズームを使って大を<撮る 

光学ズームで最大3 . 6倍まで大きく撮ることびでさます。 


ズームレバー 





ズームレバーを- 

T 側に回して 
大きくずる 


>ズーム倍率を小さくしたいとさは W 側 
に回してください。 



撮った画像を見よう 


モードダイヤルを回して 


1のから 

• —面に合わせる 



左に傾けて前の画像を選択 
ちに傾けて次の画像を選択 


IvSET ' l^k 

不要な画像を削除ずる 

^ 元に戻すことはでさませんので、お気をつけください I 


顔認識機能により、顔に合わせて AFX 
リアが表示されます。 

その他の場合は、ピントの合ったところ 
に A F エリアが表示されます。 


シヤッターボタンを 

全押しは5に押し込む）して 
撮る 




U (削除)ボタンを 
押す 

上に傾けて「はい」 

を選択 

[ MENU / SET ] ボタンを押してミ夫定 



逆がを捕正して撮る背景び 明るく、 被写体び陰の 

場合に暗く写るのを補正します< 

上に傾けて固（逆光補正オン表示） 
瑚1を表示させる 

ちう一度上に傾けると解除されます。 



[ DISPLAY ] ボタンを押すと、画面上の情報表示（バッテ IJ - 残 量、 残り枚数 
など）の表示あり•表示なしを切り換えることびでさます。 




































































































































































































かんたんメニュー設定 


撮影メニユ ■ 


セットアップメニユ- 



2 透今 

3 愈 
4 瘦 



[ MENU / SET ] ボタンを巧す 


上下に傾けて項目を選び、 
ちに傾ける 

上下に傾けて設定内容を 
選び、 [ MENU / SET ] 
ボタンを押してミ夫定 


^困ァスぺクト設定 


1^^:記録画素数 

8m 

[01 咖手ブレ補正 

M 0 DE 2 

h 国連写 

OFF 

■み巧-トド 

標準 

選択ィか ミ 

庭了® 


インテ IJ ジェントオートモード 
なら必要最低限の設定だけを表示 


[ MENU / SET ] ボタンを巧して終了 
(メニュー画面を終了しまず） 



盧 

偽] 


[ MENU / SET ] ボタンを押す 


左に傾けて〇を選ぶ 



セツト尸ップメニュー 
に切り換え 



昔！ r 記録画素数」は用途に合わせて選ぼう 


大さい記録画素数（臣司）：より鮮明にプ U ントしたいとさ 

ルさい記録画素数（匹 3): より多くの画像を記録したいとさ 

( E メールに添付したり、ホームページ用画像などに使用する 
とさに便利です） 


勢 


フラッシュを使つて撮る 


暗い場所で撮るときは、フラッシュび便利です。 

ち(ち）に傾ける 



2 愈 


凌! 


上下に傾けて[オート] 

を選ぶ 

• 被写体の種類や明るさに応じて、 

オート、赤目軽減オート、赤目軽 
減ス□ーシンク□になります。 

フラッシュ撮影禁止の場所では、 

発光禁止に設定してください。 

•オート[田 ■] 選択時は [ i 夜景]に 
判別されません。 

• 発光禁止 [図] 選択時は [ i 夜景&人 
物]に判別されません。 

[ MENU / SET ] ボタンを巧して決定 
(設定画面を終了しまず） 



フラッシュ発光部 

指などでふさびない 
よラにして<ださい 





產 1 


下に傾けて夕を選ぶ 


ちに傾ける 


上下に傾けて項目を 
選び、ちに傾ける 


上下に傾けて設定内容を選び、 
[ MENU / SET ] ボタンを巧して決定 


[ MENU / SET ] ボタンを押して終了 
(メニュー画面を終了しまず） 


セットアップ 

わ！の時計 iS 定 


潑ワ-ルドタイム 

ろ 

H のトラベル日付 

OFF 

h ■が操作音 

か 

■魄言語設定 

曰本語 


@「時計設定」をやり直ずには 
上記の手順ちで選ぶと、時計設定の画面になります 


聲 



ちちに傾けて項目を選択 
上下に傾けて数字を設定 

•[f] ボタンを押すと、 

時計を設定せずに中止でさます。 

[ MENU / SET ] ボタンを巧してミ夫定 



2007110 00 


E が BSI 



中止命1 

選択か! 

設定矣決定ぶ 


撮った画像をプリントして残ず も 

iU 下の方法で、撮った画像をプリントすることびでさます。 

曰付を入れてプリントすることちでさます。詳しくは、取扱説明書をお読みください。 

プリンタすで詳しくは、プリンターの説明書をお読みください。 


US 巨接続ケーブル 
でつないでち日 K 



パソコンとプリンターで 


取り込んで 


プリントする 



閥 


プ U ントする 


CD - ROM に付属のソフトウエア 


「 LUMIX Simple Viewer 」 または 

フォトフアンスタジオビューワー 

「 PHOT 日 funSTUDI 日- viewer -」 を使うと、 
かんたんにパソコンに取り込んでプリントで 
さます。 

詳しくは、パソコン接続編の取扱説明書をお 
読みください。 


パソコンを使うと 
他にらいろいろ楽しめる 


お 



CD - R に保をする E メールに添付する 
パソコンの 説明書ちお読みください 


お店で 



圍 


プ IJ ントする 


4 いろいろ選べるモードダイヤル も 



〇通常撮影モード 

インテ1」ジェントオートモードでの 
撮影に慣れてさたらこのモードに 


なメモモ-ド 

メモとして撮影/再生したいとさに 


マク□モ—ド 

被写体に近づいて撮りたいとさに 


[►1再生モード 

撮った画像を再生したいとさに 


SCN シ-ンモ-ド 

スポーツや夕焼けなど、撮影シー 
ンに合わせて撮りたいとさに 

詳しくは、取扱説明書をお読みく 
ださい 


〇プリントモード 

プリンターと直接接続して、撮つ 
た画像をプ U ントしたいとさに 
























































































































































































